
3月号 Governor,s Monthly Letter
［通算9号］ 

発行/2013年3月1日 

2013年 

2012-13年度 国際ロータリー第2790地区 ガバナー  得居  仁 

平和を 
奉仕を通じて 

ガバナー事務所 〒271-0092 千葉県松戸市松戸1281 ユニティビル4F 
　　　　　　　  TEL：047-703-9957  FAX：047-703-9958

ガバナー月信 

 
親愛なる会長・幹事様 
 
 

国際ロータリー第2790地区 

ガバナー　得　居　　仁 
 

識字率向上月間にあたって 

 

　識字率向上月間に当り、私の心の内をお伝え致し

ます。 

　「春は名のみの風の寒さよ」と口ずさみながらも、

日一日と春の足音が聞こえて参ります。 

　今年度第3四半期最後の月となりました。今年度、

特に皆様方にお願い致しております、職業奉仕に重

点を置いたクラブ自身による会員研修の実施。純増1

名を目標とする会員増強の活動の手を、いささかな

りとも緩めることなく、任期終了する6月末まで、一

層のご尽力をお願い致します。 

　今月は識字率向上月間であり、識字率向上は1986

年以来、国際ロータリーの強調事項であります。 

　2010年のユネスコの推計によりますと、15歳以上

で読み書きの出来ない人は7億5900万人、そのうちの

3分の2がアジア太平洋地域に集中しているとのこと

であります。 

　ガバナー公式訪問時、東南アジアの識字率の低い

発展途上国に、小学校建設や教育資材の提供等、直

接識字率の向上に結びつく国際奉仕活動を実践なさ

っている沢山のクラブがあることを知ることが出来

ました。 

　一方では、多くのクラブが国際奉仕活動の方向付

けに悩んでいる現状もあります。 

　皆様方におかれましては、この識字率向上月間を

絶好の機会と捉えて頂きまして、識字率の向上のみ

を目的とするに止まらず、皆様方のクラブにおいて

国際奉仕活動の真のニーズを探し、これを検討し、

実現可能であり、その成果に期待できれば果断にこ

れに挑戦して下さいますようお願い致します。 

　お手伝いが必要であれば、地区国際奉仕委員会や

地区ロータリー財団委員会にご相談ください。両委

員会は喜んでお手伝いを致します。 

　我が国は、江戸時代から世界有数の識字率を誇る

国でありました。 

　全国に、藩校270校、郷学（藩校に準じて藩が認め

たもので、武士や庶民が学んだ）118学、私塾1076塾、

寺子屋16560塾もの教育施設があったと言われていま

す。 

　人口比較して見ましても、2010年3月時点での全国

の小学校数22000校に比べて、決して遜色なかったこ

とがよく分かります（上記数字は、全て、月尾嘉男

東大名誉教授の「ドクター月尾・地球の方程式第283

週」から引用しました）。 

　武士は藩校において、儒学による人格形成を図り、

また庶民は寺子屋等において、主として仏教に基礎

を置いた倫理・道徳教育を受けていました。 

　明治以降、我が国が世界に類のない速さで近代化

と経済の発展を遂げることが出来た理由の一は、こ

のような教育を基礎として、多くの日本人が、世界

に誇る倫理・道徳観をその身の内に収めていたから

であります。 

　ロータリーが我が国に導入された当時の職業人・

実業人の先輩たちはこのような倫理・道徳を内なる

ものとしていました。公式訪問卓話でお話しいたし

ました決議23－34の第1パラグラフが、まさにその心

の琴線に触れたことは、我が国におけるロータリー

運動の一大発展の導火線となったと言われております。 

　翻って考えて見ますに、ひたすら物質的な豊かさ

を求めることだけを目指し、倫理・道徳をなおざり

にした教育を受けて来てしまった私達ロータリアン

にとって、職業倫理の実践を推進することが今何よ

りも、大切なのであります。 

　「利己と利他の調和」を図る人生哲学、すなわち「超

我の奉仕」を心構えとし、「最もよく奉仕する者最

も多く報いられる」を行動規範として、職業奉仕に

徹することこそが我が国際ロータリー第2790地区を

はじめとする我が国ロータリーの再生、復興への唯

一の途である、と私は確信しております。 
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未 来 ！

2012－13年度 国際ロータリー第2790地区
第1分区ガバナー補佐　大貫　明彦　

ガバナー補佐として

2012－13年度 国際ロータリー第2790地区
第2分区ガバナー補佐　浜名　賢一　

日本の古き良き時代に舞い降りたロータリーの種が地
に根づき葉が伸びたころ大戦や汚染をくぐり抜けせっか
く咲いた花なのに、悪政と荒廃した教育で枯れようとし
ている今日この頃如何お過ごしでしょうか？
皆様ご承知のとおり、1905年ポールハリス以下仲間4人
でロータリークラブが誕生し、試行錯誤を繰り返し現代
にまで至っています。時同じくして物理学者アインシュ
タインが特殊相対性理論を発表し世界中にセンセーショ
ンを巻き起こしました。当時はどちらも一般社会にはチ
ンプンカンプンだったと思います。どちらも百年以上た
った今でもその理論の少ししか理解されていませんが、
今後もさらに研究は続くでしょう。なぜなら、どちらも
人類存続の鍵（理論）ではないか？と思うからです。
私は　奉仕　ということばに疑問を感じます。奉納と
か奉仕ということばは本来　神　に捧げる（仕える）と
いうことではないでしょうか？私たちロータリアンは
神　ではなく　人　に　愛　を捧げることだと私は想い
ます。ですから、愛　を捧げられる人が、捧げられると
きに、捧げる！ことができれば最高だと思います。
ロータリーも一つの理論（理念）であるなら、まだまだ
これから研究改革されるべきだと思います。ただし、既存
の概念にとらわれず曇りのない目線と新たな発想力で見直
していくことが必要な時ではないでしょうか？いままでの
期間は優れた指導者達と経済の力で進歩して来ましたが、
昨今なぜ会員が激減してしまったのか？原因をよく理解し
新たな概念を持たないと、ただ数だけ戻しても、数の増加
は質の低下を招き、入退会の繰り返しでは？
ロータリークラブに入っている人がロータリアンでは
なく、ロータリーの精神？（理念）を学習し実践出来る
人こそがロータリアンで、その人たちの集まりがロータ
リークラブになり、そのすばらしいクラブの代表者がＲ
Ｉ理事になれば？世界は必ず、すばらしく変貌してゆく
と信じます。特に金と権力に執着の強い人はいらない！
これからはロータリアン個々がたくさんの愛を育み、多
くの人々に与えてゆくことが大切なときではないでしょ
うか？
我が子のために惜しみなく　愛　をそそぐように　人
類社会後継者に　惜しみなく　愛　を捧げられるロータ
リアンになって欲しいと想います！
最後までご講読いただきまして誠にありがとうござい
ます！紙面をいただけたガバナー事務所共々感謝申し上
げます！
最後に乱文、乱筆、未熟者の戯言とご容赦くださいませ。

私はガバナー補佐にノミネートされたとき、「平和」
をテーマにしたIMをしたいと考えました。田中作次RI
会長の年度テーマに後押しされ、また第2分区6クラブ
のご協力を頂いて、2月20日のIMを「平和フォーラム」
として開催することができました。
当日はまず、ジャーナリストの田岡俊次さんに「平

和・ロータリアンへの期待」を語っていただきました。
田岡さんはかつて英国バーミンガムでのRI年次大会に
おいて「ロータリー平和シンポジウム」のパネリスト
を務められるなどロータリーとのかかわりも深く、「政
治から自由であり、かつ影響力を持つ人々の世界的連
合体である国際ロータリーは、平和にむけて重要な役
割を果たすことができる」と期待を語られました。
続いてのロータリー平和フェローの平塚広義氏、船

橋RCの青木忠茂氏、船橋南RCの平野信夫氏、そして講
師の田岡俊次氏によるパネルディスカッションは、二
神典子「友」編集長の名コーディネートにより、「平
和・今ロータリアンにできること」と題して、5月の広
島でのRI平和フォーラムのテーマ「平和はあなたから
始まる」につながる内容の議論となりました。会場か
らの発言もあり、有意義な議論の展開に、平和を意識
することで奉仕の幅が更に広がると感じました。
家庭の平和も世界平和もすべて、①出会い、②知り

合い、③理解し合うことから始まると言われています。
私達だけではなく、特に若い人たちが世界に仲良しの
ネットワークを作る手助けをすることは平和への大き
な力になります。戦争が起これば、地域社会や家庭の
平和も吹き飛びます。ロータリアンの知恵と若い人た
ちの力を「武力に頼らない防衛・平和」へと繋げたい
ものです。
「平和」という言葉は多様な意味があるからという

理由で抽象的に考えられがちです。しかし具体的な行
動は身近にいくつもあるとあらためて思いました。
1月の各ＲＣ訪問では、ロータリー理解推進月間に因

んで、パワーポイントを使い「RI戦略計画」等をお話
しさせていただきました。クラブの活性化に生かして
頂けると幸いです。「出席から参加へ」とお話しました
が、例会にただ出席するだけでなく、積極的に参加す
ることで例会もクラブそのものも充実するという「例
会重視」を実践しましょう。
第2分区の皆様に感謝しつつ、あと4ヶ月、よろしく

お願い申し上げます。



研修委員会に期待する

2012－13年度 国際ロータリー第2790地区
第3分区Ａガバナー補佐　平山　勝己　

1980年がロータリーの変革期だったような気がする。
この年に道徳律が廃止され、ＲＩが自ら事業を始め、
決議23-34が手続要覧から削除されている。道徳律の考
え方や決議23-34が時代に合わなくなったと判断したた
めだと思われる。決議23-34は復活したがその後何度も
廃止の提案がなされている。
ＲＩが自ら事業を始めたことによりロータリーの知

名度は上がり世界から絶賛されている。その反面ＲＩ
の組織は肥大化し、中央集権化が強まり、個々のロー
タリークラブの存在感が希薄になり弱体化してきてい
る。
今、シェルドンの唱えた職業奉仕や二宮尊徳や近江

商人に代表される日本の伝統的な経営を自己の経営理
念として事業を行っているロータリアンは少なくなっ
ている。または例会において自己を研鑽しようとする
ロータリアンも少なくなっている。
ロータリーの伝統といわれた一業種一会員制、経営

者または職業専門人の集団、例会重視、出席重視、個
人奉仕重視の考え方は今のロータリーにはない。
今世界のロータリーは7年間に100万人入会し、100万

人退会するといわれている。非常に不安定な組織であ
る。
社交クラブとしての魅力だけでは人は集まってこな

い。親睦だけで組織を維持することは出来ない。会員
の連帯感と共鳴する思想がなくてはならない。
ＲＩはボランティア団体としてロータリーを位置づ

けしようとしているように思える。世界に山ほどある
ボランティア団体と同一になればロータリーの特徴は
何もなくなり、ロータリーが自己の職業に誇りをもつ
経営者や職業専門人の集団である必要がなくなる。
どのような組織が今の時代に合った組織なのか分か

らないが、伝統を重んじることなく変革ばかりを主張
する組織に明日があるとは思えない。
我々の所属するロータリーをどのように運営してい

けばよいのか、それを考えるのは我々であり、解答を
見つけるのも我々であり、そしてこの組織を発展させ
ていくのも衰退させるのも我々である。ＲＩではない。
ロータリークラブはもともと我々のものだからである。
今年度、得居ガバナーが提案した研修委員会に期待

したい。この研修委員会を通してロータリーの歴史、
伝統、文化、職業道徳、奉仕概念、クラブの運営、そ
して自己の経営を学んでいく。その中からロータリー
の真の指導者が出てくるような気がする。

内房線徒歩の旅

2012－13年度 国際ロータリー第2790地区
第3分区Ｂガバナー補佐　田仲　正道　

還暦を過ぎても酔生夢死の人生から逃れる術を見つ
けることが出来なかった私が突然ガバナー補佐をお受
けすることになったのは一昨年の暮れのことでした。
勢いでお受けしましたが、任務を全う出来るか不安で
した。
しかし一諾千金、何とか2013年6月まで務めあげよう

と決心しました。
根性を付けるために何かをしてみようと考えました。

頭に浮かんだのは内房線完歩です。
始点の蘇我から終点の鴨川まで30駅、営業距離

119.4kmを数回に分けて歩き切ろうと考えました。歩行
距離は150kmを超えるものと思われます。
昨年の6月10日に蘇我～長浦を歩き、長浦～君津、君

津～上総湊、上総湊～保田、保田～館山、館山～南三原、
10月13日に南三原～鴨川を歩き内房線完歩を達成するこ
とが出来ました。7日間の総歩数は216,850歩でした。
内房線の各駅の写真を撮り、到着時間、歩数、歩行

距離を記録し続けました。
1回に25km程度歩いたと思います。第1日目から無理

ではないかと思いながら歩きました。雨が降ると「次
の駅で電車に乗って帰ろうか」と思い、疲れている時
に寿司屋を見ると「歩くのを止めて1杯飲んでしまおう
か」等々色々な誘惑がありましたが、挫けそうな心と
体に鞭を打って7回を計画通り歩きました。
還暦過ぎの私にとっても大きな自信になりました。
最後の1駅（太海～鴨川）5人の仲間が一緒に歩いて

くれて、内房線完歩の祝杯をあげました。
次は千葉駅から鴨川の外房線を完歩する予定です。

この拙文が月信に載る頃にはスタートしている予定で
す。県内ＪＲ全線を歩き切ろうと思っています。
ガバナー補佐を務めあげる為の手段として思いつい

た「内房線徒歩の旅」が私の新しい趣味となりました。
しかし内房線完歩はガバナー補佐の職務全うに殆ど影
響はなかったと思います。
なんとかここまでガバナー補佐を務められたのは得

居ガバナーを始め地区の皆様、分区内の会員諸氏、所
属する市原中央ロータリークラブの仲間たちの友情と
御協力の賜物と思います。心より感謝申し上げます。
ガバナー補佐としての任期も残り僅かになりました

が、最後まで全力を尽くす所存です。
引き続き御指導、御鞭撻のほどを宜しくお願い致し

ます。



前半の来し方

2012－13年度 国際ロータリー第2790地区
第4分区ガバナー補佐　秋山　和彦　

月日の経つのが本当に早い事を実感し、このスピー
ド感はどこから来るのか、自分自身驚いている今日こ
の頃。
本年度、Ｇ補佐と言う大役を仰せつかってから半年、

浅学な小生が8クラブの皆さんと疎通を図る事が果たし
て出来るか不安でした。
ロータリーを楽しんで責務を遂行したいと思ってお

りましたが、日本の失われた20年と言う大きな蜒りに
翻弄され、会員の皆さんも大変厳しい経済状況下にも
拘わらず、仕事とロータリーを両立させ協力的であり、
温かい友情に頭が下がる場面が訪問を重ねて行く程に
随所に見られ、又、多くの会員に気軽の声を掛けて頂
き日増しに責任の重さを痛感し、結果的にＧ補佐をお
引き受けした事で自分自身が陶冶されている事で、僅
かな成長を体感している事を確信致しました。
クラブ訪問で観察して見ますと、仄々としてクラブ

全体が活気に溢れているクラブ、伝統あるクラブ、仲
良しクラブ、等々、拡くロータリー活動をしているク
ラブの会員は、各自が言動に責任感と自信に満ちてい
る様にお見受けしたが、しかし乍ら大なり小なり種々
問題を抱えているのも事実です。いつの世も丁度良い
と言う事はないと感じた次第です。
本年度の得居ガバナーは、曠古の改革を断行し、地

区委員の大幅削減、諸々の経費カット、etc、大鉈振る
って目を見張る成果を上げ、これからのロータリーの
あり様を提示している様です。又、職業奉仕に軸足を
置き、海寶職業奉仕委員長の指導のもと8月22日には、
第5分区と共同で職業奉仕委員長セミナーを開催、11月
28日は、ロータリー情報研究会を開催し、勉強会から
懇親会まで大きな盛り上がりを見せ、交流の場を通し
て新たな出会いも生まれ、所謂、大人の持つ品格高潔、
徳性や相手の立場に立つ様な気配りや紳士的な立ち振
る舞いなど深く印象に残り、清々しい気持ちで当初の
目的を達成したのではないかと理解しております。
ＩＭでは、初めての試みで在日米海軍のゲッチマン

中佐を講師として招聘し東日本大震災の時の原子力空
母ジョージ・ワシントンに依る「トモダチ作戦」をテ
ーマに救助活動などスクリーンを通して話があろうか
と思います。この講演会を契機により一層の絆を持ち
続けたいものです。

カバナー補佐を満喫したい

2012－13年度 国際ロータリー第2790地区
第5分区カバナー補佐　古市　一雄　

鴨川ＲCが、カバナー補佐を選出しなければならない
ということを受け、何度か推薦委員会を開催していく
中で、白羽の矢が立ち、不安を感じながらのスタート
を鮮明に覚えている。しかし、ＲCの場合は、他の団体
と異なり、凡そ半年前から準備が始まるので、その点
では、少し安心感はある。
無我夢中の中で地区活動、分区活動をしていく内に、

半年がすぎ、大きな行事として、IMを残すところまで
来たことについては、分区内各ＲＣのご理解、ご協力
に感謝したい。
各クラブの活動の中で、必要に応じてカバナー補佐

に声がかかることがあるが、その時には、積極的に参
加した。印象的な二つを紹介したい。
8月上旬には、鋸南ＲＣの移動夜間例会にゲストとし

て招待された。東京湾フェリー船上での納涼夜間例会
であった。東京湾アクアラインが開通されてからは、
フェリーを利用することが少なくなってしまったので、
懐かしさの中に、新鮮さを感じさせるものだった。久
里浜港までの往復のコースであったが、夕暮れの東京
湾内を通過する原油、天然ガスを運ぶタンカーや自動
車専用船、さらに釣り船等、改めて、狭い湾内を航行
する船の多さに驚いた。
また、同時期、勝浦ＲＣでは、50周年事業として、

福島の盲学校の生徒を招待するプロジェクトに誘われ
た。東日本大震災に伴う福島原子力発電所の事故は、
全国各地に拡散して様々な被害を与えていることは、
周知のとおりであるが、とりわけ、福島の盲学校の子
ども達は、外で遊ぶことは困難で、暑い夏休み、室内
だけでの遊びでは耐え難く、想像を遥かに超えている
ものと思った。自然環境豊かな勝浦で交流するプロジ
ェクトに声をかけられたことだけでも、満足している。
このことは、マスコミでも大きく紹介されたが、ＲＣ
ならではの事業と思い賞賛した。後日のカバナー補佐
公式訪問日には、盲学校の子ども達が書いた手紙など
が回覧されたが、思わず目頭が熱くなった。
第5分区内は、エリアとすると外房地域の勝浦、鴨川、

千倉クラブから内房地域の館山、館山ベイ、鋸南クラ
ブの6クラブと範囲は広く、移動に大変な面もあるが、
残された期間、カバナー補佐を満喫したいと思って全
力を傾けたい。



◆年次寄付（ポール・ハリス・フェロー）

◆年次寄付（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー）

◆恒久基金（ベネファクター）

◆ポリオ・プラス

◆メジャードナー

大本　國平　柏RC

萩原　宏次　柏RC

風澤　　斉　柏RC

杉山　正躬 銚子東RC 1 回目

石戸　卓志　柏東RC 2 回目

神野　美明　柏RC 2 回目

常井　典夫　柏RC 2 回目

船木　幹夫　千葉港RC 2 回目

狩野　　勉　銚子東RC 3 回目

椎名　博信　習志野RC 5 回目

中山　忠三　市川東RC 1 回目

稲垣　典子 柏RC 2 回目

小笹　一夫　柏RC 2 回目

中山　浩一　柏RC 2 回目

猪早恵美子　柏RC 3 回目

深山　一郎　成田RC 4 回目

鈴木　桂三　柏西RC 9 回目

物故会員（敬称略）

謹んで哀悼の意を表し御冥福をお祈り致します。

新ロータリアン （敬称略）ロータリー財団寄付
寄付者紹介（敬称略）

米山記念奨学会寄付

◆米山功労賞

◆メジャードナー

石戸新一郎　柏RC 1 回目

中村　俊人　柏東RC 3 回目

三代川文史朗 習志野中央RC 2 回目

日暮　俊久　成田RC 7 回目

中村　力三（松戸北RC）

逝去日　2013年 1 月21日　享年84歳

入会日　1994年 1 月11日

ロータリー歴

1999～2012 米山奨学生カウンセラー

2000～2001 ニコニコ委員長

2004～2005 米山記念委員長

2006～2007 国際奉仕委員長

2008～2009 米山記念委員長

2012 米山記念副委員長
橘　　昌孝　成田RC 10回目

増谷　信一　柏西RC

長谷川秀夫　柏RC 1 回目

松田　泰長　成田RC

闢山　征雄　習志野中央RC

植村　敏幸
（大原RC）

損害保険
1月10日入会

小野口壽一
（千葉南RC）

燃料小売業
1月11日入会

八巻　　恭
（松戸中央RC）

証券代行
11月 1 日入会

江沢　一男
（千葉南RC）

一般貨物自動車
運送業
1月18日入会

黒田　和宏
（市川東RC）

インテリア
1月22日入会

西　　明美
（千葉若潮RC）

薬局
1月17日入会

長野　春信
（船橋東RC）

建築
2月 1日入会

中村　　靖
（柏西RC）

小売業
2月15日入会

田原　　満
（市川東RC）

ホテル
1月22日入会

◆地区内クラブ活動状況
地区ホームページに各クラブの活動内容を紹介するページがございます。
http://www.rid2790.jp/2012/club/
貴クラブの活動も地区ホームページで是非ご紹介させて下さい。
詳しくはガバナー事務所までお問い合わせ下さい。

◆国際奉仕委員会アンケート集計報告（地区国際奉仕委員会）
地区ホームページのダウンロードページから閲覧・ダウンロードできます。
http://www.rid2790.jp/2012/download.php

◆会員増強アンケート調査結果（地区クラブ奉仕委員会）
地区ホームページのダウンロードページから閲覧・ダウンロードできます。
http://www.rid2790.jp/2012/download.php

【お知らせ】



国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2013年1月分）

※ロータリ文庫からの文庫通信（305号）［号数は毎月変わります。］は地区ホームページ“ロータリー文庫”に掲載しております。

 

 

 

 

 

■行事予定（3月・4月）■ 
 
 
 3 月 1 日(金)～  第36回シニアーＲＹＬＡセミナー 
 3 月 3 日(日)   3/1  17：30～受付　21：00～セミナー開会式　 
　　　　　　　　  千葉県立鴨川青年の家  
 
 3 月 2 日(土)  2013年3月終了奨学生歓送会（終了式） 
  16：00～　千葉 SKY WINDOWS 東天紅 
 
 3 月 5 日(火)  大多喜ＲＣ  創立50周年記念例会 
  登録13：00～　点鐘13：30　九十九里ヴィラそとぼう 
 
 

3 月 9 日(土)

  第2回表彰委員会 
  10：00～11：30　ホテルニューオータニ幕張 
  第5回諮問委員会 
  11：30～13：00　ホテルニューオータニ幕張 
　　　　　　　　  2013－14年度　地区チーム研修セミナー 
  登録13：00～　点鐘14：00（予定）       
  ホテルニューオータニ幕張 
 
 3 月10日(日)      ＲＡ  リーダーシップ・フォーラム 
  点鐘13：30　～16：30閉会 
 
 3 月17日(日)      青少年交換合同会議（オリエンテーション） 
  13：00～17：00    千葉市民会館 第5会議室 
 
 3 月31日(日)      第5回ＲＡ・ＲＣ合同会議 
  13：30 ～ 17：00  千葉県青少年女性会館 
 　　　　　　       

 3 月31日(日)  2013－14年度　会長エレクト研修セミナー 
  登録12：30～　点鐘13：00（予定）       
　　　　　　　　  ホテルニューオータニ幕張 
 
 4 月14日(日)  青少年交換合同会議（オリエンテーション） 
  13：00～17：00    千葉市民会館 第5会議室 
 
 4 月20日(土)～  ローターアクト：RID3420（台北市）地区大会 
 4 月21日(日)  参加予定 
 
 

4 月21日(日)

  勝浦ＲＣ　50周年記念式典 
  受付12：30～　点鐘13：30　国際武道大学 
  勝浦ＲＣ　50周年祝賀会 
  17：00～     勝浦ホテル三日月　観月の間 
 
 

4 月27日(土)

  ローターアクト地区年次大会 
  点鐘13：30　フローラ西船 
  2013学年度　米山記念奨学生・カウンセラー  
  オリエンテーション 
  15：00～19：00　船橋グランドホテル 
 
 4 月29日(月)  2013-14年度 地区協議会 
  登録9：00～　点鐘10：00（予定）         
  アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張 
 
 
 




